
巻頭図版２

本村遺跡第１１５地点
北側調査区全景

本村遺跡第１１５地点
南側調査区全景

苗間東久保遺跡第２４地点
本調査区全景



藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０

2 第１章 遺跡と調査の概要



第１３章 苗間東久保遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

苗間東久保遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

m、さかい川の谷頭部から約１，８００m下った右岸、さ

かい川と浄禅寺川にはさまれた台地の縁辺に位置し、

標高１０～１１m、現谷底との比高差は１～１．５mを測る。

さかい川と本遺跡をのせる南側台地の間に緩やかな斜

面を形成している。

周辺の遺跡は、さかい川上流に富士見市中沢遺跡、

下流に富士見市外記塚遺跡、浄禅寺川対岸には浄禅寺

跡遺跡がある。

遺跡周辺は畑が多く見られたが、ふじみ野駅の開設

に伴い、個人住宅などの小規模な開発が進みつつある。

本遺跡の最初の調査は１９７９年に開発に伴う緊急調査

として行われた。２００６年１２月現在２４ヶ所で試掘調査及

び発掘調査が行われている。

これまでの調査で縄文時代中期後半～後期中葉の住

居跡、落し穴、土坑、集石土坑、ピット等が多数確認

検出されている。

Ⅱ 苗間東久保遺跡第２４地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年３月３日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部に

位置し、隣接地では縄文時代の遺構を検出ているため、

申請者と協議の結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年３月７日から２０日まで行った。幅約２

mのトレンチ４本を設定し、重機で表土除去後、人

力による表面精査を行い、遺構らしきプランを確認し

た。遺構の広がりと深さ及び遺物の密度を確認するた

め一部拡張を行い、縄文時代の遺構と遺物を確認し

た。旧石器時代の確認調査は行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は、２００６年４月１０日から２８日までふじみ野市

教育委員会が行った。（第Ⅱ部 第１章 苗間東久保

遺跡第２４地点の調査参照）

第２９図 苗間東久保遺跡の地形と調査区（１／４，０００）、第２４地点調査区域図（１／３００）
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地点 調査年
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７９ ６０５ 共同住宅 炉穴１０、土坑１４、加曽利 EⅡ式土器・石器 東部遺跡群Ⅰ
２ １９７９ ５３０ 共同住宅 住居１、縄文中期後半土器 東部遺跡群Ⅰ
３ １９８０ ２００ 共同住宅 遺構なし、縄文土器細片 東部遺跡群Ⅱ
４ １９８０ ７５０ 共同住宅 住居２、土坑６、縄文中期後半土器 他 東部遺跡群Ⅱ
５ １９８０ １０６ 共同住宅 炉穴２、集石１、土坑３、柱穴３２、ピット６、縄文早期・後期土器 東部遺跡群Ⅱ
６ １９８０ ５７７ 住居２、炉穴４、土坑２３、柱穴群、縄文中期後半・称名寺式土器 東部遺跡群Ⅱ
７ １９８２ ３９６ 共同住宅 遺構なし、縄文土器細片 東部遺跡群Ⅲ
８ １９８２ ３６０ 共同住宅 遺構なし、遺物無し 東部遺跡群Ⅳ
９ １９８３ ６６０ 共同住宅 池状遺構、土坑１、縄文中・後期土器・石器 東部遺跡群Ⅴ
１０ １９８４ ３４０ 土坑５、ピット４５、縄文後期堀之内式土器 未報告
１１ １９８４ ５６０ 遺構なし、縄文中期勝坂式土器 他 未報告
１２ １９８４ ３２０ 共同住宅 遺構なし、縄文中期加曽利 E式土器 他 未報告
１３ １９８４ ９００ 住居２、土坑８８、ピット１０、縄文堀之内式・加曽利B式土器 大井町史資料Ⅰ
１４ １９８７ ９２３ 土坑７、ピット９２、平安以降ピット６、縄文後期土器 東部遺跡群Ⅸ
１５ １９８８ ４４７ 共同住宅 土坑７、ピット２１、縄文後期称名寺式・堀ノ内式土器 東部遺跡群Ⅸ
１６ １９８９ ３９０ 共同住宅 住居１、土坑２、縄文中期後半・後期前半土器 東部遺跡群ⅩⅠ
１７ １９９０ ５８３ 駐車場 土坑１、縄文前期・後期土器 町内遺跡群Ⅰ
１８ １９９２ ９０６ 分譲住宅 住居３、落し穴５、土坑１１、ピット１４、縄文前期・後期土器 調査会報告５集

１９ １９９４ ３５０ 宅地開発
落し穴１、住居１、土坑５、ピット３９、縄文早期後半・
後期土器・石器・土製円盤

調査会報告１２集

２０ １９９８ ６６４ 個人住宅 土坑２８、集石土坑５、ピット１２８、縄文後期土器、旧石器、泥面子 調査会報告１２集
２１ １９９９ ３５０ 個人住宅 土坑２、縄文土器・石鏃 町内遺跡群Ⅸ
２２ ２００１ ９９ 個人住宅 遺構なし、縄文土器 町内遺跡群ⅩⅠ
２３ ２００４ １０４ 個人住宅 遺構・遺物なし、 町内遺跡群ⅩⅡ
２４ ２００６ ５６１ 分譲住宅 土坑５、ピット４５、縄文早期前半～後期中葉土器・石器 市内遺跡群２

住居
番号

調査率
平面形

（ ）は推定
規模

炉
埋甕 拡張 壁溝 備考 時期 文献

地床 埋設 石囲

１ ７５ 円形 ４４０×３８０×２０ ○ 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群Ⅰ

２ 完掘 楕円形 ５３５×４７０×１５ ○ 床面直上 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群Ⅱ

３ 完掘 柄鏡形 ４００×３８０×１０ ○ 有 称名寺Ⅰ 東部遺跡群Ⅱ

４ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９０×２５ ○ 有 加曽利 EⅠ新 調査会報告５集

５ ５０ 円形 ２４０×２２０ ○ 床面直上 堀之内Ⅱ 大井町史資料編Ⅰ

６ ５０ （円形） ３０９×半掘 床面直上 加曽利BⅠ 大井町史資料編Ⅰ

７ 完掘 楕円形 ４７０×４００×１０ ○ 床面撹乱 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群�

８ ６０ 楕円形 ５００×４５０ ○ ○ （加曽利 E）調査会報告５集

９ 完掘 柄鏡形 ５４０×４００ ○ � 低い張出部 加曽利 EⅣ 調査会報告５集

１０ 完掘 柄鏡形 ４６０×４４２×４２ ○ 称名寺Ⅰ 調査会報告１２集

第１４表 苗間東久保遺跡調査一覧表

第１５表 苗間東久保遺跡縄文時代住居跡一覧表 （単位�）
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（２）遺構外出土土器

１～８は、縄文を基調とする深鉢の胴部破片で胎土

に植物繊維を含むものもみられる。１の裏面には条痕

があり、２と３には結束縄文がみられる。１～８は縄

文前期前半で、１は花積下層式、２と３は関山式の可

能性が高い。

９は太い３本の沈線をめぐらせ、外側に沈線に併行

する押引文列を２段つける。胎土には石英と白色微砂

粒を多く含む。勝坂２式の可能性が高い。

１０は J字文を反転した区画内に列点文を入れる、波

状口縁深鉢の口縁部片で称名寺式最末段階のものであ

る。１１と１２は細縄文のみの小型深鉢の口縁部片で、口

唇内側に段をもつ。１３～１７は Z字状または J字状区内

に細縄文を施す区画と磨消し区画がある。１８は刻目隆

帯を垂下させ、地文縄文に沈線文間を磨消。１９・２０は

地文細縄文に沈線文を施す。２１～２４は太い沈線を多用

する粗整の土器群で後期初頭のもの。

２５～３２は口縁直下に微隆帯をもつ薄手の小型鉢土器

の口縁部片で堀之内式である。２６と３２は同一個体の可

能性があり沈線で内面に文様を施す堀之内２式。３３～

５２は平縁の深鉢で細沈線文で斜格子文のみの類で、加

曽利BⅠ式の粗製土器である。５３は沈線による多条

の内文をもつ小型浅鉢片で加曽利BⅠ式土器であ

る。５４は波状口縁の深鉢で３単位の把手部分、５５は把

手下部で「８」字形隆帯をもつ。５６と５７は地文縄文を

沈線で帯状に区画する。５８と５９は沈線のみの半粗製土

器。６１は胴部の小片で堀之内２式の半粗製土器。６３・

６４は沈線と刻目、６５は地文縄文の浅鉢で、６２は５９と同

類の土器片である。６６～７０は隆帯上に押圧をめぐらす

堀之内２式である。

７１と７２は浅鉢で７２には沈線の内文がある。７４～７６は

細沈線で幾何学文をつくる。７７は帯状縄文に沈線の幾

何学文区画内を磨消すほか弧沈線も入れる半精製土器

である。７８は代表的な半精製深鉢の口縁部で、口縁下

の隆帯に押圧を施し、横帯縄文にクランク状に沈線文

を加える加曽利BⅠ式である。７９～８３・９９は横帯縄

文に沈線で「∟」字状の区切りを入れる類で、加曽利

BⅠ式の精製土器である。

８５と８６は表面無文で、細縄文や列点文を伴う内文を

もつ加曽利B式の浅鉢片。８７～８８も内面沈線文をも

つ類。８９～９２は口線下に微隆帯がめぐる。９３は多条横

帯文、９４・９６は隆帯に刺突文をもつ精製土器である。

８７～９９は加曽利BⅠ式といえる。

１００～１０４は多条横帯縄文の胴部片。１０５は横帯縄文

に斜位の沈線文を加える。１０６～１０７は浅鉢片。１０８～

１１０は横帯文の胴部片で１０９には段差沈線がある。１０３

・１０４・１１１・１１５精製土器。１１２は地文縄文で瘤状隆起

がある。１１３・１１４は押圧隆帯をもつ粗製土器。１１６は

単節縄文の胴部片である。１１７は地文縄文の胴部片。

１１８は浅鉢の口縁、１１９は管状工具による沈線文。１２０

は２段の刻目隆帯の下部に幾何学的な沈線が入る堀之

内２式。１２１は帯縄文に段切沈線がある加曽利B式。

１２３と１２４は１２０に近い。１２５～１３４・１３８～１４０は細縄文

と沈線の胴部片。１３５～１３７は口縁下の微隆帯に刻目を

施す。１４２は細沈線のみで口唇内側に沈線が入る。１４３

～１５０は沈線のみで、１４４は斜格子文の加曽利B式で

他は堀之内２式の粗製土器。１５２と１５３は注口土器の破

片で、後者丁寧な磨を施し黒色を呈する。

１５４は深鉢の把手頂で、１５５と１５６は粗製深鉢、１５７は

浅鉢の口縁、１５６は斜格子沈線をもつ加曽利BⅠ式で

ある。

１５８～１９２は底部片で１５８～１６０と１６４～１７１は底部のみ

であるが、１５８～１８４には網代痕がのこる。１５８～１６４は

粗目の網代が、１６５～１８４は蜜でこまかい網代である。

深鉢の底部は直立ないし内反する特徴をもち、網代が

盛行する堀之内２式・加曽利BⅠ式のものであるこ

とを示す。１８５～１９２の無文底部のうち１８６は浅鉢、他

は深鉢である。１８８は注口土器の底部であろう。１９３は

沈線文もつ胴部片を利用した土錘で側面調整が著し

い。

１９４ラッパ状の口縁部把手で、撫で整形が著しく接

合部には管状工具による沈線文様をもつ。内面の整形

良好のため、土器の台部よりも把手と推定した。

１９５は蛇紋岩製の定角式磨製精製石斧であり、重さ

は２３．５１gである。１９６は硬質頁岩製の撥型打製石斧で

重さ１１２．２６g。１９７は細粒砂岩製の打製石斧で、９１．７６g

である。１９８は凝灰質砂岩の敲石で９９．６１gである。１９９

は黒曜石製の石鏃で重さ０．５４g。２００は黒曜石製の鍬形

石鏃で重さ０．２g。２０１は黒曜石製の鋸歯状石製品で重

さ２．６１gである。
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第３１図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物�（１／４）
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第３２図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物�（１／４）
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第３３図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物③（１／４・２／３）

47Ⅱ 苗間東久保遺跡第２４地点



第Ⅱ部 民間開発に伴う本調査の成果

第１章 苗間東久保遺跡第２４地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

本調査は２００６年４月１０日から２８日まで、試掘調査を

行ったトレンチ間の未調査部分を調査したため、本調

査の調査区は試掘調査のトレンチ同様に短冊状となっ

た。なお表土除去には、堀井建設㈱から重機の提供を

受け御協力を賜った。

重機による表土除去後、人力による調査を行い、縄

文時代の土坑１０基とピット１６４基を検出し、縄文土器

と石器が多数出土した。

本調査区は、苗間東久保遺跡のほぼ中央に位置す

る。遺跡の北側に富士見さかい川、南側に浄禅寺川が

流れ馬の背状に小高い部分である。

本調査区の東側には第６地点、北側に第２０地点、南

側に第１７地点が位置する。第２０地点や、第６地点でも

西側部分では土坑やピットが検出されているが、縄文

時代の住居跡は検出されておらず、今回の調査でも同

様の結果であった。

本調査区では、旧石器時代の試掘調査は行っていな

いが、縄文時代の多数の遺構からも旧石器時代の遺構

と遺物は確認されていない。

Ⅱ 遺構と遺物

調査区の中央部から北西部にかけて縄文時代の包含

層である黒褐色土が比較的よく残っており、その周辺

部に遺構や遺物も多くみられる。

土坑とピットは覆土層の観察や出土遺物から全て縄

文時代のものとみられる。遺構の配置には規則性がみ

られない点から、建物跡などの可能性は低い。

（１）土坑

土坑は１０基検出し、調査区北西部に多く位置する。

土坑１はフラスコ状を呈し覆土層から遺物が出土する。

土坑６は長楕円形を呈し落とし穴の可能性がある。

第２３表 苗間東久保遺跡第２４地点土坑一覧表 （単位�）

No. 平面形態 確認面径 底 径 深さ 備考

１ 円形 １００×１０２ ８８×９０ ６１

２ 楕円形 ９０×１５０ ６９×１３１ １８．４

３ 楕円形 ９０×１３９ ７６×１１８ １８．５

４ 長楕円形 ７３×１８５ ４５×１４８ ２１．９

５ 隅丸方形 １２６×２１６ ８０×１８５ ４２

６ 長楕円形 （２７２）×１１０ ２５３×３０ ６０

７ 円形 ８４×８４ ５５×７０ ３７

８ 不整形 （１６０）×１５０ １０３×９０ １８．６

９ （半円形） ９５×（８０） ８０×（７４） ３１．１

１０ 長楕円形 １５×２３５ ４１×２４１ １７．６

（２）ピット

調査区中央部を中心に全面的に広がり、全て縄文時

代のものとみられる。浅いものについては、自然の落

ち込みの可能性も考えられる。

（３）出土遺物

�土坑出土土器

１～１５は土坑１出土で、１～６は厚手の大型粗製深

鉢で沈線文のみである。７は地文縄文で区画下方の沈

線の部分である。８～１０は地文縄文を沈線で横帯と

し、磨消部を作る。１１と１２は口縁無文部下に刺突のあ

る隆帯をめぐらせる。

１３は胴部上半部を地文縄文に沈線で横帯文とする。

１４と１５は押圧の弱い縄文に細沈線を施す小型深鉢であ

る。すべて縄文後期堀之内式であり、土坑１の時期は第６０図 苗間東久保遺跡第２４地点遺構配置図（１／３００）
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No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 長方形 ６０×３８ ６×１０ ３０．８

２ （円形） ３３～（２４） １６～（１４） １１．６

３ （円形） ５３～（４５） ８～１０ ５９．２

４ （円形） ３５～（２５） １８～２１ １６．５

５ 楕円形 ４６～６８ ７～９ ２４．７

６ 円形 ６６～６８ ３４～４８ １７．２

７ 円形 ４４～（４０） １１～２１ １０

８ 円形 ４１～４３ ６～１１ ２７．３

９ 円形 ３４～３７ ２０～２４ ９．７

１０ （円形） ４８～（３０） １１～１６ ４２．４

１１ 不明 ５７～（４０） ３５～（３６） １８．３

１２ （円形） ３０～３２ １３～１６ ６７．８

１３ 楕円形 ３０～４０ １０～１５ ２３．２

１４ 円形 ３６～３７ １５～２２ ３９．１

１５ 円形 ２４～３０ １０～１２ ２９

１６ 円形 ５６ １８～２０ ８２．８

１８ 楕円形 ６０～（８８） ４０～７７ １５．４

１９ 円形 ３５～３７ ８～１０ ３５

２０ 円形 ３９～４０ １５～２２ ２８

２１ 円形 ４０～４０ １３～２０ ３９．４

２２ 円形 ３８～４２ ２２～３２ ４６．２

２３ 楕円形 ４０～５０ ９～１０ ３５．２

２４ 円形 ３５～３６ １０～１４ ３２．７

２５ 円形 ８０～８１ ５８～６４ １６．８

２６ 円形 ３６～３７ １４～１７ ３９．１

２７ 不整形 ２７～３１ １５～２０ ２０．８

２９ 楕円形 （３４）～５２ １８～２６ ２８．２

３０ 円形 ４２～（３４） ９～１１ ４４

３１ 楕円形 ２６～３５ ８～１６ ２６．４

３２ 円形 ３８～４６ １０～１５ １６．４

３３ 楕円形 ２５～３０ １０～１４ ３０

３４ 楕円形 ５２～５２ １６～２１ ４１．９

３５ 円形形 ３５～３８ １７～１９ １４．１

３６ 楕円形 ３４～４４ １４～１８ ５９．４

３７ （円形） ４０～（２４） （５）～（１５） ４３．２

３８ 方形 ５０×４０ １６×１４ ４３．９

３９ 楕円形 ４５～５２ ５～１２ １６．２

４０ 円形 ３７～４３ １１～１４ ４２

４１ 円形 ４１～５０ ２６～３０ ４４．８

４２ 円形 ４８～４９ １０～１５ ３６．７

４３ 円形 ３８～３８ ２１～２１ １２．８

４４ 円形 ３０～３４ １５～１５ ５０．２

４５ 円形 ４０～４１ １５～２０ ５８．３

４６ 楕円形 ４７～７８ １０～１８ １４．７

４７ 三角形 １５～２４ ６～１２ ６４

４８ 円形 ２９～３６ １８～２０ ２８．６

４９ 円形 ４１～４３ １４～２１ １７．２

５０ 円形 ３７～４１ ８～１１ １４

５１ 円形 ３０～３１ １１～１５ ２３

５２ 円形 ５５～５６ １３～２１ ３３

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

５３ 円形 ４６～５６ ２３ ２９

５４ 双環状 ５５～８０ １０～１５ ５０．７

５５ 円形 ５６ ２０ ４４．６

５６ 円形 ５７～５９ ２４～２７ ２８．４

５７ 円形 ５２～（６０） ２３～２９ ２７．４

５８ 円形 ３０～３７ １５～２１ ３５．３

５９ 楕円形 ３３～４３ ２１～２５ ３７．５

６０ 円形 ３１～３７ １３～２０ ３０．４

６１ 楕円形 ３８～５７ １０～３２ ２０．８

６２ 円形 ３５～（４５） １５～１９ ８０．３

６３ 円形 ２７～３１ １４～１６ ２０．８

６４ 円形 ４１～４３ １３～１７ １７．７

６５ 楕円形 ３３～４３ ２１～２５ １２．８

６６ 円形 ３４～３６ １７ １３．７

６７ 楕円形 ４３～５５ １６～２２ ２１．９

６８ 円形 ４１～４５ １２～２０ ２１．２

６９ 楕円形 （５０）～６０ １２～１８ ３７．６

７０ 楕円形 ６１～１１６ ２１～３８ ４６

７１ 円形 ２８～３３ １０～１６ １６．８

７２ 円形 ３２～３５ １１～１８ １６．９

７３ 三角形 ３０～３７ １１～１２ ８９．３

７４ 円形 ２４～２８ １９～２１ ５１

７５ （円形） ３０～（３３） ９～１０ ３６．３

７６ 楕円形 ３６～４５ ２１～３０ ４７．６

７７ 円形 ４９～５６ １９～２３ ３３．５

７８ 楕円形 ３４～４２ １６～１８ ５４．７

７９ 円形 １８～２１ ８～１４ ４４．４

８０ 円形 ３１～３７ ２４～２５ ４７．５

８１ 方形 ４７～７０ ２９～５３ ２７．１

８２ 円形 ２７～３２ １１～１８ ３２

８３ 楕円形 ５４～（６１） ２６～４８ １９．７

８４ 楕円形 ４３～６３ １９～３０ ２５．１

８５ 楕円形 ２４～３３ １１～１３ ２５．３

８６ 楕円形 ４０～（８３） （３５）～２４ ２０．３

８７ 楕円形 ６０～８３ ２０～５５ ３４．７

８８ 円形 ４４～４６ ２５～２８ ２４．３

８９ 円形 ３６～４０ １９～２３ ４１．４

９０ 円形 ３７～４５ ２３～２４ ２６．８

９１ 円形 ５０～６０ １４～２３ ３６．３

９２ 楕円形 ４５～５３ １８～２１ ４２．７

９３ 円形 ３８～４０ １７～２０ ２５．１

９４ 円形 ５０～５８ １３～１４ ２５．７

９５ 円形 ３３～３９ １９ ２６．６

９６ 円形 ２８～３０ １１～１４ ２４．４

９７ 円形 ２３～３０ ６～１１ ２０．２

９８ 菱形 ４０～４７ ２４～２５ ２３．２

９９ 円形 （３３）～３９ １１～１４ ２４．５

１００ 円形 ２９～３２ ８～１１ ２８．６

１０１ 円形 （３５）～３７ ２３～２８ ３１．２

１０２ 円形 ３３～３４ １０～１８ ５２．８

第２４表 苗間東久保遺跡第２４地点ピット一覧表① （単位�）
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堀之内２式といえる。

１６～３７は土坑２出土である。１６と１７は地文縄文ので

口唇部内面に沈線が入る。１８は地文縄文、１９は口唇部

内面に沈線の入る小型土器であるが、内外面に朱塗が

ある。２０と２１は口唇の下に押圧を伴う微隆帯をもつ半

粗製土器である。２２～２６は横帯縄文の類で磨消を施

す。２９と３０は沈線文と斜格文の土器である。３１、３２は

注口土器の剥離した注口部である。３３～３５には網代痕

跡が残る。３６は基部を欠損する定角式磨製石斧で蛇紋

岩製で重さ９５．６８gである。３７は安山岩の石皿片で重

さ４９３．７３gである。２７～３０は加曽利BⅠ式で、堀之内

２式か加曽利BⅠ式の土坑といえる。

３８～４３は土坑５出土である。３８は沈線のみの粗製土

器である。３９は横帯文、４０は刺突微隆帯をもつ。４１の

口縁内側には沈線が入る。４２と４３の底部断面には起上

りが認められる。土坑５出土土器はすべて堀之内式で

ある。

４４は土坑７出土で刺突微隆帯をもち、縄文を磨消し

て横帯文とする段差沈線があり加曽利B１式である。

４５～５６は土坑８出土である。４５～４７は同一個体で細い

縄文を全面施文する中型深鉢土器で、口縁内側に沈線

を入れる。４８・４９・５３・５４は地文縄文に沈線で幾何学

文を入れ磨消しを施し、５３・５４は段切り沈線が加わ

る。５０と５１は沈線のみの粗製土器である。５５は口縁部

下に微隆帯をもち内文が発達し５６と共に堀之内２～加

～加曽利B１式の精製土器である。

５７は土坑９出土で、段差を横帯文である。

５８～６０は土坑１０出土で、５８は無文、５９は沈線のみ、

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１０３ 円形 ３０～３５ １０～１１ ２３．９

１０４ 方形 ５３×４０ ３０×２４ ３０．６

１０６ （円形） （２０）～２８ （１５）～１０ １９．２

１０７ 円形 ２８～３０ ５～１８ ２７．１

１０８ 菱形 ３３～４２ １３～１７ １１．５

１０９ （円形） （３３）～４８ ２０～３４ １８．３

１１０ 円形 ３０～３１ １６～１９ ３０．５

１１１ 楕円形 ２６～４０ ９～１０ ５８．６

１１２ 円形 ３０～３３ １９～２０ １５

１１３ 円形 ３４～３７ １１～１６ ２３．８

１１４ 不整形 ２３～２５ ４～６ ３８．３

１１５ 楕円形 ２３～２８ １４～１５ ３２．４

１１６ 円形 ４２～４６ １６～２０ １６

１１７ （円形） １８～２１ ９～１１ ２３．７

１１８ 楕円形 ３０～（４０） １５ ３０．１

１１９ 菱形 ３２～３８ １０～１２ ３３

１２０ 楕円形 ５６～６８ ３８～４２ ２１．２

１２１ 楕円形 ２４～３０ ７～７ １５．８

１２２ 菱形 ２５～３２ ８～９ ５０．４

１２３ （楕円形） ７３～（７０） ４５～（４５） ２３

１２４ 楕円形 ２３～２８ １０ ３０．９

１２５ 楕円形 ２１～２５ ６ １８．５

１２６ 円形 ３１～４０ １６～１７ ３５．４

１２７ 楕円形 （４９）～７０ １６～３０ ３０．８

１２８ 楕円形 ３３～３８ １５ ４５．７

１２９ 楕円形 ２３～３２ １５～２１ ２８

１３０ 円形 ２０～２２ ８～１３ ３６．９

１３１ 円形 ２６ １０～１５ ２７．６

１３２ 三角形 ２０～２６ １８～１９ ３７．３

１３３ 円形 ３４～３７ １３～１５ ３３．４

１３４ 円形 ３３～３５ １６ ４６．６

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１３５ 楕円形 ３９～４５ １３～３８ ４６．１

１３６ 楕円形 ３９～４５ ２４～３５ ８

１３７ 楕円形 ４０～６７ ２０～４８ ２０．４

１３８ 楕円形 ３９～４８ １８～２６ １７．９

１３９ 円形 ３５～３７ １２～２１ ３５．２

１４０ 円形 ４５ ２３～２７ ４５．１

１４１ 楕円形 ３６～（５６） ２２～４５ １４．９

１４２ 円形 ３０ ９～１１ ４２．４

１４３ 楕円形 （３０）～４３ １２～１４ ３３

１４４ 楕円形 （３５）～５８ １５～２０ ２６．６

１４５ 不整形 ４０～９０ ２６～５４ ２６．９

１４６ 楕円形 ４１～５０ ２４～３０ ２９．８

１４７ 不整形 ４３～６６ ５～８ ７９．２

１４８ 楕円形 ３４～３６ ８～１２ １４．１

１４９ 円形 ３０～３６ ６～９ ３０．５

１５０ 円形 ３３ ５～１１ ２０．２

１５１ 円形 ３０～３４ １１～１５ １１．２

１５２ 楕円形 １５～２５ ５～１０ ５２．５

１５３ 円形 ５３～５５ ２８～３１ １７．３

１５４ 円形 １８ ５～１０ ３４．６

１５５ 不整形 ６０～１１５ ３８～（９２） ２２．８

１５６ 円形 ５５ １８～２４ ４９．７

１５７ 円形 ３４～３６ ８～９ １３．８

１５８ 円形 ３６～４０ １０～１５ ２７．９

１５９ 不整形 ４５～６３ ８～１１ ４１．４

１６０ 円形 ４０～４１ ２７～３０ ４４．９

１６１ 円形 ３２～３５ ２２～２４ ２４．５

１６２ 円形 ２３ １３～１４ ２０．４

１６３ （円形） （２５～２６） ７～１３ ４３．８

１６４ （円形） （３８～４２） １８～２０ ４０．１

第２５表 苗間東久保遺跡第２４地点ピット一覧表② （単位�）
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第６１図 苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット�（１／６０）
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第６２図 苗間東久保遺跡第２４地点土坑出土遺物（１／４）
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第６３図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット�（１／６０）
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第６４図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット�（１／６０）
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６０は地文縄文の小型鉢片である。

�ピット出土土器

１はピット５出土で磨消縄文の横帯文を施す。

２はピット１５出土地文縄文に沈線文を施す。

３はピット２５出土で地文縄文に沈線文内を磨消す。

４はピット３０出土で沈線文を施す。

５はピット４５出土で押圧のある微隆帯をもつ堀之内

２式の精製土器。

６はピット４８出土で地文縄文に沈線を施す。

７・８はピット５９出土で７は沈線と磨消し、８は口

縁部の突起で、刺突・沈線・刻みを施す。

９はピット７出土で内文の発達した段差沈線をもつ

加曽利B式。

１０～１２はピット９１出土で、１０は口唇部内面に沈線を

めぐらし、１１は沈線文を施す。１２は底部で網代痕が残

る。

１３・１４はピット９２出土で、１３は沈線文、１４は地文縄

文に沈線文を施す。

１５～２２はピット１００出土で、細い沈線で不定形をつ

くる堀之内２式又は加曽利BⅠ式である。

２３・２４はピット１０２出土で、２３は地文縄文に沈線と

磨消しを施す。２４は無文である。

２５はピット１０４出土で地文縄文である。

２６はピット１０６、２７はピット１２３出土で沈線と磨消し

を施す。

２８はピット１２５出土で地文縄文と沈線に磨消しを施

す。２９はピット１２６出土で無文の底部である。

３０はピット１２８出土、３１はピット１３９出土で共に底部

に網代痕を残す。３０、３１も含めて縄文後期前半の土器

である。

３２・３３はピット３７出土で黒曜石の石鏃である。重さ

は３２が０．４５g、３３が４．３１gである。

第６５図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット出土遺物（１／４・２／３）
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苗間東久保遺跡第２４地点

苗間東久保遺跡第２４地点調査区近景 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ１

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ２ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ３

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№２５～７０

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１～２４

写真図版 10132



26～54裏面�

苗間東久保遺跡第２４地点

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１１８～１５３
苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№７１～１１７

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１５４～１９４

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１９５～２０１

写真図版 11 133



苗間東久保遺跡第２４地点本調査①

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ１ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ２

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ３ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ４
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苗間東久保遺跡第２４地点本調査②

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ５ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ６

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ７・８ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ８

苗間東久保遺跡第２４地点土坑１ 苗間東久保遺跡第２４地点土坑２・３、ピット４０～４３

苗間東久保遺跡第２４地点土坑４ 苗間東久保遺跡第２４地点土坑９、ピット６０～６２
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苗間東久保遺跡第２４地点本調査③

苗間東久保遺跡第２４地点土坑１０ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１４・３３

苗間東久保遺跡第２４地点ピット３６・４５・４７ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット６９～８７・１２７

苗間東久保遺跡第２４地点ピット９５・９９～１０１・１２８・１２９・１３１ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１００・１３１遺物出土状況

苗間東久保遺跡第２４地点ピット１００・１３１遺物出土状況 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１１０～１１２
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土坑1

土坑2

土坑5 土坑7

土坑8

土坑9 土坑10
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P59 P77 P91

P92

P125 P126 P128 P139

P102 P104 P106 P123

P100

P15 P25 P30 P45 P48

苗間東久保遺跡第２４地点本調査④

苗間東久保遺跡第２４地点調査風景

苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット出土遺物

苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット出土遺物

苗間東久保遺跡第２４地点ピット３７出土遺物 苗間東久保遺跡第２４地点土坑２出土遺物
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